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A1) 取りまとめの着眼点（物質の移動分野） 
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A1)地質環境の初期状態の理解： 
地質環境中の物質移動特性やそれに寄与する個別の現象を把握するた
めの調査・解析・評価技術 
 

着目した地質環境の特性とプロセス 
• 岩盤の収着・拡散特性 
• コロイド/有機物/微生物の存在 
達成目標 
• 物質の移動に関して好ましい環境条件の領域を判断できる 



A1)地質環境の初期状態の理解： 
地質環境中の物質移動特性やそれに寄与する個別の現象を把握するための調査・解析・
評価技術を構築 

 

 共通 
 地下水中にコロイド/有機物/微生物の存在が確認され，物質移動特性に与える影響の評価の

必要性が示された。 
 

 岩盤の収着・拡散特性の把握 
 地上からの調査で取得したボーリングコア試料を用いた室内試験を実施し，地質環境中の物質

の移動特性の理解に重要な実効拡散係数や収着分配係数を取得した。 
 

 コロイド/有機物/微生物の影響の把握 
 地下水中のコロイド/有機物/微生物の存在と物質移動特性への影響の可能性を示した。 

成果ダイジェスト メッセージ（物質の移動分野） 

3 





A1)地質環境の初期状態の理解（サイト選定～処分開始に関する意思決定への
反映）： 

多様な地質環境中の物質移動特性やそれに寄与する現象を適切に把握するための調
査解析技術の継続的な開発 

 

 多様な地質環境中の物質移動特性を把握可能な調査技術の構築および地質環境
に応じた試験手法・分析手法・解析評価手法の組み合わせの整備 

 整備された手法による試験実績・成果の蓄積 

今後の課題 メッセージ（物質の移動分野） 
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A2) 取りまとめの着眼点（物質の移動分野） 

A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 

施設建設・操業時に地質環境中の物質移動特性やその不均質性を精
度よく把握するための調査・解析・評価技術 

 

着目した地質環境の特性とプロセス 
• 岩盤の収着・拡散特性 
• 物質移動場 
• コロイド/有機物/微生物の影響 
• 物質の移動特性の解析評価技術 
 
達成目標 
• 物質の移動に関して好ましい地下施設レイアウト・処分孔レイアウトを
提示できる 



A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 
施設建設・操業時に地質環境中の物質移動特性やその不均質性を精度よく把握するた
めの調査・解析・評価技術を整備 
 

 岩盤の収着・拡散特性の把握 
 原位置試験を実施して地質環境中の物質の移動特性に関する各種パラメータを取得する技術

として，多様な地下環境（例えば，溶存ガス環境下）に対応可能な原位置試験装置および試験
手法を構築し，その適用性を確認した。（瑞浪と幌延の相違点：溶存ガス対策の有無） 

 地質環境中の物質の移動特性に関する各種パラメータの取得技術として，トレーサー物質の原
位置分析技術を構築した。 

 収着・拡散パラメータ取得するための室内試験において，間隙水の塩濃度条件を制御しながら，
低収着性から高収着性までの多様な元素に対応可能なことを示した。 

 装置・手法・技術の構築により，本格的な原位置試験の開始に必要な調査技術が整備された。 
 

 物質移動場の把握 
 岩盤中に認められる割れ目などをタイプ分けし，原位置物質移動試験を実施する対象を明確化

した。（瑞浪と幌延の相違点：変質の有無，割れ目充填鉱物） 

成果ダイジェスト メッセージ（物質の移動分野） 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 
施設建設・操業時に地質環境中の物質移動特性やその不均質性を精度よく把握するた
めの調査・解析・評価技術を整備 

 

 コロイド/有機物/微生物の影響の把握 
 地下水中のコロイドが地質環境中の物質の移動現象に及ぼす影響の有無は，元素の種類やコロ

イド生成環境により異なることを示した。  

 地下水中の有機物に着目した拡散系での物質の収着・拡散現象はモデル化可能であることを示
した。 

 地下水中の微生物活動が地質環境中の物質の移動現象に及ぼす影響を評価するための調査・
分析手法を整備し，適用性を確認した。 

 地下水中のコロイド/有機物/微生物が地質環境中の物質の移動現象に及ぼす影響を原位置
でより精度よく把握する調査技術を整備し，その原位置適用性を確認した。 
 

 物質の移動特性の解析評価技術の構築 
 割れ目の透水不均質性を考慮した物質移動解析や幌延URLの250m調査坑道で得られた原位

置試験データに基づく割れ目面内の物質移動不均質性のモデル化によって，350m調査坑道
で実施する原位置試験計画を詳細化した。 

成果ダイジェスト メッセージ（物質の移動分野） 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解（処分開始～最終閉鎖に関する意思
決定への反映）： 

原位置試験の実施による物質移動特性の把握および地下施設近傍領域の物質移動特
性の変化や不均質性分布を把握するための調査解析技術の開発 

 

 URLを用いた原位置物質移動試験とその結果の解析評価の実施 

 地下施設近傍領域の物質移動に寄与する構造や物質移動特性及びその短期的変
化を把握可能な調査評価技術の構築 

 地下施設近傍領域の物質移動特性の三次元的な不均質性分布やその短期的変化
を把握可能な調査評価技術の構築 

今後の課題 メッセージ（物質の移動分野） 
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A3) 取りまとめの着眼点（物質の移動分野） 
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A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 
地質学的時間スケールにおける物質移動現象やその特性の長期変動
幅を推測するための調査・解析・評価技術 

 

着目した地質環境の特性とプロセス 
• 岩盤の収着・拡散特性 
• 物質移動場 
 
達成目標 
• 地質学的時間スケールで物質移動特性の変化を予測し，物質の移
動に関して長期に亘る環境条件の変化を提示できる 



A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 
地質学的時間スケールにおける物質移動現象やその特性の長期変動幅を推測するための
調査・解析・評価技術を整備 
 

 岩盤の収着・拡散特性の長期的変化 
 岩盤中の透水性割れ目近傍における元素の分布プロファイルからマトリクス拡散深さを推定し

た。これを用いて長期的な物質移動特性の評価が可能と考えられる。 

 ボーリングコア試料のアナログ元素分析の結果から，健岩部では十数kmスケールの広域領域で
は顕著な元素の移動はなく，濃集が認められた一部の断層の移行経路として重要性を指摘。
（瑞浪と幌延の相違点：収着に寄与する鉱物の多寡と分布の不均質性） 

 

 物質移動場の長期的変化 
 地質構造発達史と透水性割れ目形成プロセスの理解に基づき，長期的な物質移動場の変遷を

推定可能と考えられる。 

成果ダイジェスト メッセージ（物質の移動分野） 
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A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解（処分開始～追加対策に関する意思
決定への反映）： 

地下施設近傍・遠方領域を含めた物質移動特性の長期変動を理解・評価するための調
査・解析・評価技術の開発および地質環境の長期変遷に伴う物質移動場の変化に関す
る理解 

 

 地質構造発達・地質環境変動に伴う地下施設近傍・遠方領域の物質移動特性の長
期変動幅を推定可能な調査評価技術の構築 

 地質学的時間スケールでの物質移動特性変動のモデル化技術の構築 

今後の課題 メッセージ（物質の移動分野） 
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付録 


















